
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
車車間通信を利用して迂回ルート情報を検索する情報検索システムであって、
迂回を希望する迂回希望ルートを、情報要求車両から、その周辺の情報提供車両に送信す
る情報要求手段と、
迂回希望ルートを受信した前記情報提供車両側において、自車両の位置を経時的に記憶し
た走行履歴から、この迂回希望ルートを挟んだ前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望
ルート外を走行した走行履歴を検索し、該当する走行履歴が存在した場合に、この走行ル
ートとこの走行ルートの走行時間とを前記情報要求車両に対して送信する情報提供手段と
、
前記各情報提供車両から送信される走行ルート及び走行時間を前記情報要求車両側で受信
すると共に、受信した各走行ルート及び走行時間を集計してデータベースとし、このデー
タベースから前記迂回ルート情報を得る情報取得手段とを備える情報検索システム。
【請求項２】
車車間通信を利用して迂回ルート情報を検索する情報検索方法であって、
迂回を希望する迂回希望ルートを、情報要求車両から、その周辺を走行中の情報提供車両
に送信する情報要求ステップと、
迂回希望ルートを受信した前記情報提供車両において、自車両の位置を経時的に記憶した
走行履歴から、この迂回希望ルートを挟んだ前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望ル
ート外を走行した走行履歴を検索し、該当する走行履歴が存在した場合に、この走行ルー
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トとこの走行ルートの走行時間とを前記情報要求車両に対して送信する情報提供ステップ
と、
前記各情報提供車両から送信される走行ルート及び走行時間を前記情報要求車両側で受信
すると共に、受信した各走行ルート及び走行時間を集計してデータベースとし、このデー
タベースから前記迂回ルート情報を得る情報取得ステップとを備える情報検索方法。
【請求項３】
車車間通信を利用して目的地情報を検索する情報検索システムであって、
停車履歴の提供を促す情報要求信号を、情報要求車両から、その周辺を走行中の情報提供
車両に送信する情報要求手段と、
前記情報要求信号を受信した情報提供車両において、自車両の位置を経時的に記憶した走
行履歴をもとに作成される、車両の停車場所と停車時間とを含む目的地データを、前記情
報要求車両に送信する情報提供手段と、
前記各情報提供車両から送信される各目的地データを前記情報要求車両側で受信すると共
に、受信した各目的地データを集計してデータベースとし、このデータベースから前記目
的地情報を得る情報取得手段とを備える情報検索システム。
【請求項４】
車車間通信を利用して目的地情報を検索する情報検索方法であって、
停車履歴の提供を促す情報要求信号を、情報要求車両から、その周辺を走行中の情報提供
車両に送信する情報要求ステップと、
自車両の位置を経時的に記憶した走行履歴をもとに作成される、車両の停車場所と停車時
間とを含む目的地データを、前記情報要求車両からの要求に応じて送信する情報提供ステ
ップと、
前記各情報提供車両から送信される各目的地データを前記情報要求車両側で受信すると共
に、受信した各目的地データを集計してデータベースとし、このデータベースから前記目
的地情報を得る情報取得ステップとを備える情報検索方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、車車間通信を利用して、迂回ルート情報や目的地情報を検索する情報検索シス
テム及び情報検索方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、車車間通信によって各種の情報を送受信する技術が提案されている。特許文献
１には、このような車車間通信を利用して、前方車の位置情報、急ブレーキ情報、スリッ
プ路面の存在、渋滞に関する情報など、周辺の交通状況を示す情報を送受信することによ
り、安全走行に必要な情報を車車間において送受信することが開示されている。このよう
な時々刻々変化する交通状況を車車間通信によって提供し合うことは、車両を安全に走行
させるためには重要である。
【０００３】
【特許文献１】
特開平５－２６６３９９号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
一方、近年、走行中の車両の現在位置を地図上に表示し、又は、所定の目的地まで経路案
内を行うナビゲーション装置が広く普及するに至っている。このようなナビゲーション装
置では、ＧＰＳ（ Global Positioning System）と称される人工衛星を利用した測位シス
テムなどを利用して、自車両の現在位置を検知しており、車両が走行するに連れて変化す
る位置データを、所定の記憶装置に随時記憶させることで、この車両の走行履歴データが
作成される。
【０００５】
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本発明では、その時点における交通状況を示す情報となる、周辺車両の走行データではな
く、各車両の過去の走行状況となる走行履歴に着目し、車車間通信を利用して、この各車
両の走行履歴を有効に活用することで、ドライバの利便性をより高めることができる情報
検索システム及び情報検索方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
そこで請求項１にかかる情報検索システムは、車車間通信を利用して迂回ルート情報を検
索する情報検索システムであって、迂回を希望する迂回希望ルートを、情報要求車両から
、その周辺の情報提供車両に送信する情報要求手段と、迂回希望ルートを受信した情報提
供車両側において、自車両の位置を経時的に記憶した走行履歴から、この迂回希望ルート
を挟んだ前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望ルート外を走行した走行履歴を検索し
、該当する走行履歴が存在した場合に、この走行ルートとこの走行ルートの走行時間とを
前記情報要求車両に対して送信する情報提供手段と、各情報提供車両から送信される走行
ルート及び走行時間を情報要求車両側で受信すると共に、受信した各走行ルート及び走行
時間を集計してデータベースとし、このデータベースから迂回ルート情報を得る情報取得
手段とを備える。
【０００７】
迂回ルートに関する情報提供を求める車両を情報要求車両とし、この情報要求車両に搭載
された情報要求手段から、迂回を希望する迂回希望ルートをその周辺の情報提供車両に送
信する。迂回ルートに関する情報提供を行う車両を情報提供車両とし、情報提供車両は情
報提供手段によって、迂回希望ルートを挟んだ前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望
ルート外を走行した走行履歴を検索し、該当する走行履歴が存在した場合にこの走行ルー
トなどの情報を送信する。情報要求車両に搭載された情報取得手段では、情報提供車両か
ら送信される走行ルート及び走行時間を集計してデータベースとし、このデータベースか
ら、例えば、所要時間が短い迂回ルート、走行距離が短い迂回ルートなど、所定の条件に
該当する迂回ルート情報を選択的に取得する。
【０００８】
請求項２にかかる情報検索方法は、車車間通信を利用して迂回ルート情報を検索する情報
検索方法であって、迂回を希望する迂回希望ルートを、情報要求車両から、その周辺を走
行中の情報提供車両に送信する情報要求ステップと、迂回希望ルートを受信した情報提供
車両において、自車両の位置を経時的に記憶した走行履歴から、この迂回希望ルートを挟
んだ前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望ルート外を走行した走行履歴を検索し、該
当する走行履歴が存在した場合に、この走行ルートとこの走行ルートの走行時間とを前記
情報要求車両に対して送信する情報提供ステップと、各情報提供車両から送信される走行
ルート及び走行時間を情報要求車両側で受信すると共に、受信した各走行ルート及び走行
時間を集計してデータベースとし、このデータベースから迂回ルート情報を得る情報取得
ステップとを備える。
【０００９】
まず、情報要求ステップでは、情報要求車両から、迂回希望ルートをその周辺を走行中の
車両（情報提供車両）に送信する。続く情報提供ステップでは、迂回希望ルートを挟んだ
前後の道路を通過し、かつ、この迂回希望ルート外を走行した走行履歴を自車両の走行履
歴から検索し、該当する走行履歴が存在する場合にこの走行ルートなどの情報を送信する
。そして情報取得ステップでは、受信したデータを集計してデータベースとし、この中か
ら所定の条件に合致した迂回ルート情報を選択的に取得する。
【００１０】
請求項３にかかる情報検索システムは、車車間通信を利用して目的地情報を検索する情報
検索システムであって、停車履歴の提供を促す情報要求信号を、情報要求車両から、その
周辺を走行中の情報提供車両に送信する情報要求手段と、情報要求信号を受信した情報提
供車両において、自車両の位置を経時的に記憶した走行履歴をもとに作成される、車両の
停車場所と停車時間とを含む目的地データを、情報要求車両に送信する情報提供手段と、
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各情報提供車両から送信される各目的地データを情報要求車両側で受信すると共に、受信
した各目的地データを集計してデータベースとし、このデータベースから目的地情報を得
る情報取得手段とを備える。
【００１１】
停車履歴に関する情報提供を求める情報要求車両では、搭載された情報要求手段から、情
報要求信号をその周辺の情報提供車両に送信する。停車履歴に関する情報提供を行う情報
提供車両では、搭載された情報提供手段によって、自車両の走行履歴をもとに作成される
、車両の停車場所と停車時間とを含む目的地データを情報要求車両に送信する。情報要求
車両に搭載された情報取得手段では、各情報提供車両から送信される目的地データを集計
してデータベースとし、このデータベースから、例えば、停車頻度が多い場所など、所定
の条件に該当する目的地情報を選択的に取得する。
【００１２】
請求項４にかかる情報検索方法は、車車間通信を利用して目的地情報を検索する情報検索
方法であって、停車履歴の提供を促す情報要求信号を、情報要求車両から、その周辺を走
行中の情報提供車両に送信する情報要求ステップと、自車両の位置を経時的に記憶した走
行履歴をもとに作成される、車両の停車場所と停車時間とを含む目的地データを、情報要
求車両からの要求に応じて送信する情報提供ステップと、各情報提供車両から送信される
各目的地データを情報要求車両側で受信すると共に、受信した各目的地データを集計して
データベースとし、このデータベースから目的地情報を得る情報取得ステップとを備える
。
【００１３】
まず、情報要求ステップでは、情報要求車両から、停車履歴の提供を促す情報要求信号を
送信する。続く情報提供ステップでは、自車両の走行履歴をもとに車両の停車場所と停車
時間とを含む目的地データを作成し、この目的地データを情報要求車両に送信する。そし
て情報取得ステップでは、受信した目的地データを集計してデータベースとし、この中か
ら所定の条件に合致した目的地情報を選択的に取得する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態につき、添付図面を参照しつつ説明する。
【００１５】
図１に実施形態にかかる情報検索システムを構成するナビゲーション装置１を示す。この
ナビゲーション装置は、現在位置検知部１０，地図データ記憶部２０、走行履歴記憶部３
０，表示部４０，入力操作部５０，送受信部６０及び制御部１００等を備えており、走行
経路の誘導処理を行う通常のカーナビゲーション装置として機能するほか、この装置を各
車両に搭載することによって、車車間通信を行う情報検索システムが構築される。
【００１６】
現在位置検知部１０は、複数のＧＰＳ衛星からのＧＰＳ電波を受信するアンテナ１２を備
えており、同時に複数のチャンネルでＧＰＳ電波を受信し、所定のプログラムに従って信
号処理を実行することにより、自車両の現在位置を算出する。また、一般のナビゲーショ
ン装置と同様に、車輪の回転状態を検出する車輪速度センサの検出結果から得られる車速
や走行距離、ジャイロコンバータによって検出される地磁気などを考慮すると共に、後述
する地図データ記憶部２０から得られる地図データをもとにマップマッチングを行うこと
で、車両の現在位置を高い精度で検知している。なお、この現在位置検知部１０で特定さ
れる車両の現在位置情報は、例えば、緯度・経度の組として示される２次元座標データで
ある。
【００１７】
地図データ記憶部２０は、道路地図データの他、この道路地図データ上の交差点名、主な
施設、店舗、駐車場など各種の市街地情報が登録されている。
【００１８】
走行履歴記憶部３０には、現在位置検知部１０で取得された緯度・経度の２次元座標デー
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タとして示される位置データと、この２次元座標データが取得された時刻を示す時刻デー
タとを随時記憶している。この時刻データは、制御部１００に備えられた主時計の時間や
、ＧＰＳ電波の信号処理の際に同時に取得できる時間情報などから特定することができる
。そして、この走行履歴記憶部３０では、イグニションスイッチがオン操作されてからオ
フ操作されるまでに蓄積される走行履歴を、１つの走行履歴の単位として保存している。
【００１９】
表示部４０は、液晶ディスプレイなどによって構成されており、現在位置近傍の道路地図
上に、自車位置のマークや該当する位置に施設名称や店舗名などが表示され、ルート案内
を実行中には、目的地までの走行ルートに沿った案内画面が随時表示される。入力操作部
５０は、表示部４０の周辺に設けられた各種の操作ボタン類や、表示部４０を構成する液
晶ディスプレイ表面の該当部位に、指先で軽くタッチすることで入力を受け付ける静電式
或いは光学式のタッチセンサなどによって構成している。
【００２０】
送受信部６０は、車車間通信によって周辺車両と所定のデータを送受信する部位であり、
後述するように制御部１００の制御の下、迂回希望ルートを示すルートデータや目的地情
報の情報要求信号などをアンテナ６２を介して送信すると共に、周辺車両から送信された
このようなルートデータや情報要求信号をアンテナ６２を介して受信し、その結果を制御
部１００に与える。
【００２１】
制御部１００では、通常のカーナビゲーション装置としての各種制御の他、現在位置検知
部１０で取得された緯度・経度の２次元座標データとその時刻データを、随時、走行履歴
記憶部３０に記憶させる走行履歴作成処理、後述するように車車間通信により、周辺車両
から迂回ルート情報を取得する迂回ルート検索制御や周辺車両から目的地情報を取得する
目的地情報検索制御などを実行する。
【００２２】
ここで、制御部１００において実行する迂回ルートの検索処理について説明する。カーナ
ビゲーション装置として作動している状態では、図２に示すように表示部４０において、
走行路周辺の道路地図上に自車両Ａの位置が表示されている。自車両Ａが走行ルートＲ１
を走行中に、受信したＶＩＣＳ（道路交通情報通信システム： Vehicle Information and 
Communication System）情報によって、前方の走行ルートＲ２が渋滞表示となっている場
合を想定する。この表示例としては、例えば走行ルートＲ１が青色で表示され、走行ルー
トＲ２が渋滞を示す赤色の点滅表示となっている。
【００２３】
このような状況下において、自車両（情報要求車両）Ａのドライバが、渋滞中の走行ルー
トＲ２を避けて迂回を希望する場合には、入力操作部５０に設けられた「迂回ルート検索
ボタン」をオン操作することによって、迂回ルートの検索処理が開始される。以下、図３
及び図４のフローチャートに沿って説明する。
【００２４】
このフローチャートはナビゲーション装置１を作動させるＰＯＷＥＲスイッチのオン操作
によって起動する。起動後、まずステップ（以下、「ステップ」を「Ｓ」と記す）１０２
に進み、前述した「迂回ルート検索ボタン」がオン操作されたかを判断し、オン操作され
たことを検出した時点でＳ１０４に進む。
【００２５】
Ｓ１０４では、表示部４０上に、迂回を希望する迂回希望ルートの入力を促す画面を表示
させる。この際、表示部４０に、例えば「迂回希望ルートを入力してください」などと表
示する。この表示を受けた自車両Ａの搭乗者は、渋滞している走行ルートＲ２を迂回する
場合には、この走行ルートＲ２の始点ｒ１から終点ｒ２までを、走行ルートＲ２上を辿る
ように、表示部４０の画面上を指先でタッチすることで入力する。
【００２６】
Ｓ１０６では、このようにして入力操作部５０を介して入力される迂回希望ルートを読み

10

20

30

40

50

(5) JP 4032966 B2 2008.1.16



込むと共に、表示中の道路地図データとマップマッチングなどによって対応させることに
より、該当する道路とその区間を特定した迂回希望情報を作成する。このような迂回希望
情報が作成されるとＳ１０８に進み、送受信部６０を介して、この迂回希望情報が自車両
Ａの現在位置情報などと共に周辺車両に対して送信する。この後、Ｓ１１０に進み、周辺
車両からの情報を受信するまでの間は、表示部４０上に、「迂回ルート検索中」などと表
示させた後、Ｓ１１２に進む。
【００２７】
一方、ナビゲーション装置１と同じシステムが搭載された周辺車両であって、この迂回希
望情報を受信した車両を情報提供車両と称すると、この情報提供車両では、ナビゲーショ
ン装置１を作動させるＰＯＷＥＲスイッチのオン操作によって、図４に示すフローチャー
トが起動している。Ｓ２０２では、迂回希望情報を受信したかを判断しており、送受信部
６０を介してこの迂回希望情報が受信された時点でＳ２０４に進む。Ｓ２０４では受信し
た迂回希望情報をもとに、該当する道路とその区間とによって特定される迂回希望ルート
を特定する。
【００２８】
続くＳ２０６では、この情報提供車両の走行履歴記憶部３０から、Ｓ２０４で特定された
迂回希望ルートに対応する走行履歴を検索する。この際、自車両Ａの現在位置と迂回希望
ルート（走行ルートＲ２）の始点ｒ１との間における走行ルートＲ１上のいずれかの地点
と、迂回希望ルート（走行ルートＲ２）の終点ｒ２からその先の走行ルートＲ３上のいず
れかの地点とを通過し、かつ、迂回希望ルート（走行ルートＲ２）外を走行した走行履歴
を対象として検索する。
【００２９】
Ｓ２０８に進み、検索の結果、走行履歴中に該当するルートが存在するかを判断し、該当
するルートが存在しない場合には、Ｓ２０８で「Ｎｏ」と判断してこのままこのルーチン
を終了するが、例えば、情報提供車両の走行履歴に、図２に点線で示すような、走行ルー
トＲ１０，Ｒ１１，Ｒ１２を走行した走行履歴が存在する場合には、検索条件に該当する
走行履歴が存在することとなる。この場合、Ｓ２０８で「Ｙｅｓ」と判断してＳ２１０に
進み、始点ｒ１から走行ルートＲ１１を経由して終点ｒ２に至る走行履歴データを抜粋し
て、送受信部６０を介して情報要求車両となる自車両Ａに送信してこのルーチンを終了す
る。
【００３０】
このようにして情報提供車両から、迂回ルートを示す走行履歴データが送信された後の処
理を、再び情報要求車両側の図３のフローチャートに戻って説明を続ける。Ｓ１１２では
、このようにして周辺の情報提供車両から送信される走行履歴データを各々受信し、予め
設定した所定時間内に受信する走行履歴データを蓄積してデータベースとする。そして、
この蓄積時間の経過後にＳ１１４に進み、このＳ１１２で作成したデータベースにアクセ
スして、各走行履歴データを所要時間が短い順に集計する。この所要時間は、各走行履歴
データには、位置データとそれに対応する時刻データとが記憶されており、この時刻デー
タを利用して、始点ｒ１から走行ルートＲ１１を経由して終点ｒ２に至る所要時間を求め
ている。
【００３１】
集計後Ｓ１１６に進んで、所要時間が最も短い走行履歴データを選択し、この走行履歴に
該当するルートを迂回ルートとして、表示部４０に表示された道路地図上に、他の道路と
色分けした状態で表示する。例えば図２で示す、始点ｒ１と終点ｒ２とを接続する走行ル
ートＲ１１が該当する迂回ルートである場合には、この走行ルートＲ１１を、一例として
緑色によって表示する。この後Ｓ１１８に進み、自車両Ａが走行ルートＲ１１に沿って走
行するように、通常のカーナビゲーション装置としての走行経路の誘導処理を開始させて
、このルーチンを終了する。このようにして、車車間通信によって各車両の走行履歴を送
受信することで迂回ルートを検索する情報検索システムを構築することが可能となる。
【００３２】
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以上説明した実施形態における図２は、情報要求車両の表示部４０に表示されるナビゲー
ション画面の一例を示しており、ＶＩＣＳ情報によって渋滞情報を受信した段階では、自
車両Ａ、走行ルートＲ１，Ｒ２、Ｒ３が表示されている。そして、Ｓ１１６において迂回
ルートが決定した段階で、走行ルートＲ１１がさらに表示される。走行ルートＲ１０、Ｒ
１２は、情報提供車両の走行履歴を模式的に示すために図示したものであり、走行ルート
Ｒ１０、Ｒ１２が情報要求車両の表示部４０に表示されるものではない。
【００３３】
また、ここで示した実施形態では、周辺の情報提供車両から送信される迂回ルートの走行
履歴のうちで、所要時間が最も短いルートを自動的に選択する場合を例示したが、この例
に限定するものではない。例えば、受信した各走行ルートを、所要時間が短い順、或いは
、走行距離が短い順などによって並べる形で、表示部４０上にリスト表示して、いずれか
のルートを選択可能としても良い。
【００３４】
次に、このように車車間通信を利用し、車両の走行履歴をもとに所定の情報を得る情報検
索システムのその他の利用例として、目的地情報を検索する場合の実施形態について説明
する。
【００３５】
図５に、制御部１００において実行する目的地情報の検索処理例を示す。以下では、後述
する「目的地情報検索ボタン」が押下された車両を情報要求車両として説明する。
【００３６】
このフローチャートはナビゲーション装置１を作動させるＰＯＷＥＲスイッチのオン操作
によって起動し、入力操作部５０に設けられた「目的地情報検索ボタン」がオン操作され
ると、Ｓ３０２で「Ｙｅｓ」と判断してＳ３０４に進む。Ｓ３０４では、「検索半径を入
力してください」などと、検索半径の入力を促す画面を表示部４０に表示させ、続くＳ３
０６では検索半径の入力が終了したかを判断する。この間、搭乗者が入力操作部５０を操
作して所定の数字、例えば「１０ｋｍ」などと入力し、入力ミスが無ければ入力操作部５
０に設けられた「決定」ボタンを押す。この「決定」ボタンがオン操作されると、Ｓ３０
６では入力が終了したものと判断し、Ｓ３０８に進む。
【００３７】
Ｓ３０８では、「検索期間を入力してください」などと、検索期間（検索期間の範囲）の
入力を促す画面を表示部４０に表示させ、続くＳ３１０では検索期間の入力が終了したか
を判断する。この間、搭乗者が入力操作部５０を操作して所定の数字、例えば「過去７日
間」などと入力し、入力ミスが無ければ入力操作部５０に設けられた「決定」ボタンを押
す。この「決定」ボタンがオン操作されると、Ｓ３１０では入力が終了したものと判断し
、Ｓ３１２に進む。
【００３８】
Ｓ３１２では、「停車時間を入力してください」などと、検索する停車時間の入力を促す
画面を表示部４０に表示させ、続くＳ３１４では停車時間の入力が終了したかを判断する
。この間、搭乗者が入力操作部５０を操作して所定の数字、例えば「３０分以上」などと
入力し、入力ミスが無ければ入力操作部５０に設けられた「決定」ボタンを押す。この「
決定」ボタンがオン操作されると、Ｓ３１４では入力が終了したものと判断し、Ｓ３１６
に進む。
【００３９】
Ｓ３１６では、Ｓ３０４～Ｓ３１４で入力された各情報をもとに、情報要求車両の位置デ
ータを示す自車位置データ、検索半径、検索期間、停車時間などの検索条件を含んで構成
される、停車履歴の情報提供を促す情報要求信号を作成すると共に、作成した情報要求信
号を送受信部６０を介して周辺の車両に対して送信する。この後、Ｓ３１８に進み、周辺
車両からの停車履歴情報を受信するまでの間は、表示部４０上に、「目的地情報検索中」
などと表示させた後、Ｓ３３２に進む。
【００４０】
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一方、ナビゲーション装置１と同じシステムが搭載された周辺車両であって、情報要求信
号を受信した車両を情報提供車両と称すると、この情報提供車両では、ナビゲーション装
置１を作動させるＰＯＷＥＲスイッチのオン操作によって、図６に示すフローチャートが
起動している。Ｓ４０２では、情報要求信号を受信したかを判断しており、送受信部６０
を介してこの情報要求信号が受信された時点でＳ４０４に進む。Ｓ４０４では受信した情
報要求信号をもとに、停車履歴の検索条件を特定する。
【００４１】
続くＳ４０６では、情報提供車両の走行履歴記憶部３０から、Ｓ４０４で特定された停車
履歴の検索条件に対応する走行履歴を検索する。すなわちこの場合には、情報要求車両の
位置から半径１０ｋｍの範囲内で、過去７日間に３０分以上継続して停車したことを示す
停車履歴を、情報提供車両の走行履歴記憶部３０から検索する。
【００４２】
Ｓ４０８に進み、検索の結果、走行履歴中に該当する停車履歴が存在するかを判断し、該
当する停車履歴が存在しない場合には、Ｓ４０８で「Ｎｏ」と判断してこのままこのルー
チンを終了する。これに対し、検索条件に該当する走行履歴（停車履歴）が存在する場合
には、Ｓ４０８で「Ｙｅｓ」と判断してＳ４１０に進み、検索条件に該当する停車履歴を
走行履歴から抜粋して、停車位置データ、停車年月日、停車開始時刻、停車終了時刻など
で構成される停車履歴データとして、送受信部６０を介して情報要求車両に送信しこのル
ーチンを終了する。
【００４３】
このようにして情報提供車両から、検索条件に該当する停車履歴データが送信された後の
処理を、再び情報要求車両側の図５のフローチャートに戻って説明を続ける。Ｓ３２０で
は、このようにして周辺の情報提供車両から送信される停車履歴データを各々受信し、予
め設定した所定時間だけ蓄積してデータベースとする。そして、この蓄積時間の経過後に
Ｓ３２２に進み、このＳ３２０で作成したデータベースにアクセスして、Ｓ３２２では受
信した各停車履歴データのうちで、停車履歴が少なくとも３日間分存在する車両の停車履
歴データを選択する。このＳ３２２の選択処理により、７日間のうちで少なくとも３日以
上、現在地付近に存在した車両であるか否かが判断され、これにより地元のドライバであ
ることを概ね判定している。
【００４４】
続くＳ３２４では、Ｓ３２２で選択した各停車履歴データから、各停車位置における停車
頻度を集計し、続くＳ３２６では、停車頻度が高い順に停車位置をリストアップする。そ
して、地図データ記憶部３０に登録された市街地情報から、特定した停車位置隣接の市街
地情報をピックアップし、制御部１００内のメモリに一時的に記憶させる。
【００４５】
続くＳ３２８では、「目的地のジャンルをしてしてください」などと共に、「見る」、「
遊ぶ」、「食べる」など、いずれかのジャンルを指定させる画面を表示部４０に表示させ
、続くＳ３３０ではジャンルの指定が終了したかを判断する。そして、ジャンルの指定が
終了した時点でＳ３２２に進み、例えばジャンルとして「食べる」が指定された場合には
、制御部１００内のメモリから、レストランなどの飲食店に関する市街地情報のみをピッ
クアップし、停車頻度が高い順に表示部４０の画面上にリスト表示させ、このルーチンを
終了する。
【００４６】
このようにして車車間通信を利用して目的地情報を検索することで、ドライバが初めて訪
れる場所でも、その付近に在住する地元のドライバがよく行く、いわゆる行き付けの施設
や店舗などを検索することができる。
【００４７】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１、２にかかる情報検索システム及び情報検索方法によれば
、情報提供車両側から、自身の走行履歴内に存在する迂回ルート情報を提供すると共に、
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情報要求車両側では、周辺の情報提供車両から送信される走行ルートなどの情報をデータ
ベースとして、迂回ルート情報を検索し取得することができる。これにより、車車間通信
を利用して、各車両の走行履歴を有効に活用することで、ドライバの利便性をより高める
ことができる情報検索システム及び情報検索方法を提供することが可能となる。
【００４８】
また、請求項３，４にかかる情報検索システム及び情報検索方法によれば、情報提供車両
側から、自身の走行履歴内に存在する停車履歴を提供すると共に、情報要求車両側では、
周辺の情報提供車両から送信される目的地データを集計してデータベースとし、このデー
タベースから停車頻度などに応じた目的地情報を得ることができる。これにより、車車間
通信を利用して、各車両の走行履歴を有効に活用することで、ドライバの利便性をより高
めることができる情報検索システム及び情報検索方法を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態にかかる情報検索システムを構成するナビゲーション装置を示すブロッ
ク図である。
【図２】情報要求車両の表示部に表示されるナビゲーション画面の一例を示す説明図であ
る。
【図３】情報要求車両側の制御部で実施する、迂回ルートの検索処理を示すフローチャー
トである。
【図４】情報提供車両側の制御部で実施する、走行履歴の提供処理を示すフローチャート
である。
【図５】情報要求車両側の制御部で実施する、目的地情報の検索処理を示すフローチャー
トである。
【図６】情報提供車両側の制御部で実施する、停車履歴の提供処理を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
１０…現在位置検出部、２０…地図データ記憶部、３０…走行履歴記憶部、
４０…表示部、５０…入力操作部、６０…送受信部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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